
外国人介護人材確保の取組

健康福祉部　福祉長寿局

2023.2.13 　定例幹部職員会議

1

外国人介護人材確保のための県の取組

2介護の技術研修

出身国別研修交流会

○高齢化に伴う介護需要の増加により、2025年には、県内で62,988人の     
   介護職員が必要と推計されているが、約5,700人が不足の見込み
○外国人介護人材を確保するため、新規就業の促進、職場定着の促進に
   取り組んでいる

職場定着の促進

外国人介護職員の受入れ準備セミナー

新規就業の促進

外国人留学生の学費等を支援する事業所への支援
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県内の外国人介護職員の状況

〇県内の外国人介護職員数は、886人と過去最高を記録（R4.10.1現在）

3

326人
394人

563人

757人

886人

0人

200人

400人

600人

800人

1000人

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

フィリピン

ベトナム

ミャンマー

中国
ブラジル
インドネシア

その他
ペルー

＜出身国別人数＞＜県内の外国人介護職員の雇用人数＞

○出身国別では、フィリピン、ベトナムが多く、ミャンマーが急増

モンゴルの大学生等が介護施設を視察（介護ロボットを体験） モンゴルの看護師が介護施設で短期の介護実習

〇令和元年度から、視察の受入れ等、介護分野におけるモンゴルとの
 交流がスタート

モンゴルの大学生等を対象としたオンラインセミナーを開催

○コロナ禍においても、オンラインセミナー等により交流を継続
○令和４年度は、モンゴルから介護研修員２名を受入れ



外国人介護人材マッチング支援事業説明会

現地合同面接会（モンゴル）

モンゴルからの介護人材の採用へ  

〇モンゴル現地で、モンゴル人介護人材と県内介護事業所とのマッチング
 のための合同面接会を開催し、新規就業を促進
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介護事業所
介護福祉士養成校・日本語学校
　　　　　　　　　　計２０か所程度

　特定技能（介護）対象者・　留学生
　　　　　　　　　　各５０人程度
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今後の外国人介護人材確保に向けて

新規就業を促進するとともに、
外国人介護職員のキャリアアップを支援することで、

外国人介護職員の定着を目指します

モンゴルから受入れた介護研修員の修了式（令和５年２月３日）


